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県内での4競技開催が決定。いかに「オール神奈川」で臨んでいくか。
会場所在自治体として多くのイベントを実施し、機運醸成に努めた

大会前の機運醸成イベント
第1節

オリンピック・パラリンピック
節目イベントの継続開催

　2015年６月にセーリングの競技会場が江の島に
決定したほか、県内では、野球・ソフトボール、サ
ッカー、自転車競技ロードレースの４競技が開催さ
れることとなった。そこで県は、大会開催都市の東
京をサポートするとともに、４競技の会場所在自治
体として大会を盛り上げていくため、様々なイベン
トを企画・実施した。
　東京2020大会に向けてまず初めに開催したイベ
ントは、2016年３月５日に藤沢市で開催した「セー
リング体験イベント㏌テラスモール湘南」。このイ
ベントは県とセーリングの競技会場がある藤沢市と
の共催で、東京2020大会に向けて、セーリング競
技を盛り上げていこうというもの。江の島でのセー
リング開催決定を受け、2015年９月に補正予算を
計上し、実施した。「『見て、触れて、乗れる』セー
リング体験！」としてオリンピック種目のセーリン
グ艇（470級、49er級、レーザー級、RS:X級）を展示
したほか、「アテネ五輪・銅メダリストが語る！セ
ーリングの魅力」として、アテネ2004大会セーリン
グ男子470級の銅メダリスト関一人氏を招いて、セ
ーリング競技の魅力を語っていただいた。そのほか、
お笑い芸人の囲碁将棋、大食いタレントのますぶち
さちよ氏、大道芸人の番台家謝謝氏らも出演、イベ
ントを盛り上げていただいた。当日は約2,000人が
参加した。

　また、大会開催に向け、1,000日前、２年前、500日
前、１年前などに節目イベントを開催。藤沢市と連
携しながら、選手のトークショーや競技体験会など
を実施し、多くの県民が参加できる工夫を凝らした。
　1,000日前イベントは、「かながわで東京2020大会
の感動をともに〜1000 Days to Go!〜」と銘打ち、藤
沢市のテラスモール湘南で2017年10月28日に開催し
た。まず、オープニングイベントで、辻堂駅近くに
スタジオがあり、ダンスの世界大会２連覇などの
実績を持つ「Studio HANA!」所属のダンスチーム

「KANA-BOON!」によるダンスパフォーマンスで会場
を盛り上げた。トークショーは、女子個人として世
界初のオリンピック４連覇を成し遂げたレスリング・
伊調馨氏をはじめ、車いすバスケットボール・三宅
克己氏、パラ自転車競技の鹿沼由理恵氏、ビーチバ
レーボールの石島雄介氏を招いて、東京2020大会に
期待していることなどについて語っていただいた。
　さらに、セーリングへの関心を高めてもらうため、
ふじさわ観光親善大使のつるの剛士氏とセーリング
競技オリンピアンの牧野幸雄氏らによるトークショ
ーを実施し、セーリングをPRするとともに、オプ
ティミスト級、470級、フィン級、レーザー級の４
艇を会場に展示し、記念撮影をしたり、実際にヨッ
トに触れていただいた。このほか、慶應SFCの学生、
神奈川県空手道連盟、神奈川県警音楽隊の方々にも
出演いただき、ステージ上でパフォーマンスを披露
いただいた。参加者へのアンケートでは、特にセー
リング体験会が好評であった。小雨の中での開催と
なったが、約5,500人の来場者数となった。

セーリング体験イ
ベントで関一人氏
の銅メダルに触れ
る来場者

2017年10月に藤沢市
で開催した1,000日
前イベント
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　2018年８月25日にテラスモール湘南で開催した
２年前イベント「東京2020大会はもう目前！ ２年前
記念イベント in 神奈川〜Tokyo 2020 ２ Years to 
Go!〜」。アテネ2004大会野球の銅メダリスト三浦
大輔氏と黒岩知事のトークショー、つるの氏、三宅
氏、海外でも活躍されたサッカー元日本代表の奥寺
康彦氏と鈴木藤沢市長のトークショーを実施。オリ
ンピック・パラリンピックでの体験談や県内開催競
技への期待などについて語っていただいた。
　さらに、NHK横浜放送局とのコラボ企画として、
東京2020大会出場をめざすセーリングの須長由季
選手とお笑い芸人ドランクドラゴンとのトークショ
ー、ダンスエンターテインメントチームAXISによ
るパフォーマンスショーなどを実施。そのほか、会
場内には数多くの大会スポンサー企業が展示ブース
を設けるとともに、セーリングやボルダリング体験
のほか、車いすバスケットボールやボッチャなどの
体験コーナーを設置。トークショーに出演した三浦
氏には、野球ワンポイントレッスンにも協力いただ
いた。このほか、KANA-BOON!、地元有志団体の
江の島夕波会、神奈川県警音楽隊の方々にも出演い
ただいた。参加者へのアンケートでは、このイベン
トも、セーリング体験会は大変好評であった。イベ
ントの告知には駅のデジタルサイネージや映画館で
のCMなども活用し、来場者は約9,500人を数えた。

　500日前イベントは2019年３月16日に、藤沢市の
秩父宮記念体育館で「〜東京2020 開催まであと500
日！〜みんなで踊ろう！東京五輪音頭-2020-」と銘
打ち、江の島夕波会にも協力いただき、「東京五輪
音頭-2020-」の振り付け練習会を開催。「東京五輪
音頭-2020-」は1963年に制作された東京五輪音頭の
リメイク版。東京2020大会の機運を盛り上げよう
と、県も県内の観光地や県内競技会場などで、地元
の方々が東京五輪音頭を踊る様子を撮影した「神奈
川バージョン」を制作し、PRしていた。当日は、東

2018年８月の２年前
イベントでは、三浦
大輔氏と黒岩知事に
よるトークショーを
行った

京2020マスコットであるミライトワとソメイティ
も登場したほか、大会公式スポンサーである神奈川
県オールトヨタ販売店のアンバサダーを務める俳優
の釈由美子氏も参加。県内開催４競技紹介パネル展
示のほか、オリンピックユニフォームの着用体験や
展示したセーリング艇に乗船できる陸上体験、ヨッ
ト模型を作ってもらい、風に向かって走らせてみて、
ヨットの動くしくみを理解してもらうワークショッ
プコーナーなども設置。全員で「500」の人文字を作
る撮影会も実施し、約800人が参加した（p.26 3 ）。
　１年前の2019年８月３日には「〜Tokyo 2020 １ 
Year to Go!〜１年前記念イベント in 藤沢」をテラス
モール湘南で開催。まず、オープニングイベントで
は、リオ2016大会セーリング日本代表の伊勢田愛氏
と黒岩知事及び鈴木藤沢市長とのトークショーを実
施。リオ2016大会での思い出やセーリングの魅力な
どについて語っていただいた。また、オリンピック
に４大会連続で出場された銅メダリストの木村沙織
氏（バレーボール女子）、ロンドン2012大会銅メダリ
ストの立石諒氏（競泳）、北京2008大会野球日本代表
のG.G.佐藤氏、女子サッカー日本代表経験者の永里
亜紗乃氏、そして、再び伊勢田氏にもご登場いただ
き、つるの氏と日本テレビアナウンサーの辻岡義堂
氏とともに行ったトークショーでは、東京2020大会
への熱い思いなどを語っていただいた。つるの氏と
辻岡氏の軽快なトークがアスリートの方のプライベ
ートな話を引き出すなど会場を盛り上げた。
　さらに、1988年のソウル大会自転車競技ロード
レース日本代表の鈴木光広氏とモデルでツール・ド・
東北広報大使の道端カレン氏に出演いただき、自転
車の魅力や東京2020大会の自転車競技ロードレー
スの見どころなどを語っていただいた。ステージの
最後には、江の島夕波会の皆さんに登場いただき、
東京五輪音頭などを披露いただいた。
　このほか、会場内では、県内開催４競技の体験会
を実施。スポンサーブースでは、トリックアートの
フォトスポットや真っ白な車に応援メッセージの記
載を募集するコーナーが設けられるなど工夫を凝ら
したブースが多く見られた。参加者からは、「いろ
んなブースがあって大会が間近であり身近に感じ
た」や「オリンピックへの気分が上がってきた」など
の声を頂いた。大会が近づいてきていることへの期
待感に加え、多彩なイベント内容や辻堂駅にパネル
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　大会の盛り上げに欠かせないパンフレットな
どのグッズ。制作に当たっては、公式のライセ
ンス商品を侵害しないことなど厳しいルールへ
の対応が求められた。ミライトワとかながわキ
ンタロウを載せる際のデザイン箇所の調整、写
真に微かに写り込む企業ロゴの消し込みなど、
組織委員会に相談した回数は両手に収まらない。
　そのような厳しいルールを超えて制作したグ
ッズの一つが「うちわ」である。実はうちわは公
式ライセンス商品に存在するため、県が作るこ
とはできない。そこで、県が制作したものは、
厚紙で作られた丸い形をしたうちわのようなも
のであり、正式には丸形チラシとして制作が認
められた。

うちわのようだけど
うちわじゃない!? 
グッズ作りの難しさ

エピソード

08

を掲出し来場を促したことなどが功を奏し、来場者
は一気に増え、約１万5,000人となった（パラリンピ
ックに向けた機運醸成イベントについては第４章参
照）。

2017年9月に実施し
たフラッグツアー

１年前イベントで実施した体験会

　2020年を迎え、大会まで200日前となった2020年
１月６日には、県庁舎内において、カウントダウン
ボードの点灯式を行い、点灯式後は、県民の皆さん
に見ていただけるよう新庁舎にカウントダウンボー
ドを設置した。

オリンピック・パラリンピック旗が
県内を巡回するフラッグツアー

　オリンピック・パラリンピック旗が東京都を経て全
国を巡回する「フラッグツアー」との連携も行った。フ
ラッグが県内に到着した2017年９月３日には県庁本

県庁新庁舎に設置さ
れたカウントダウン
ボード

庁舎で、フラッグ歓迎イベントを開催。三浦大輔氏
がフラッグツアーアンバサダーとして参加し、フラッ
グの贈呈式を行った。黒岩知事、林横浜市長、鈴木
藤沢市長に加え、横浜市立鴨居中学校野球部の主将、
横浜市立義務教育学校霧が丘学園ソフトボール部の
部長も参加し、大会への盛り上げを呼び掛けた。
　フラッグは９月４日から12日まで横浜市内の公
共施設などで展示し、以降11月６日まで県内のほ
かの市町村を巡回した。
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多くの方の協力で実現したセーリングの江の島開催。
「江の島でセーリングが行われて良かった」と実感してもらえるよう様々な取組を行った

セーリングの普及に向けて
第2節

セーリングの魅力を知ってもらう
ために躍動感あふれる動画を制作

セーリング競技は、日本では見たり触れたりする
機会が少ない。東京2020大会における江の島での
開催を盛り上げていくためには、どのようにして一
人でも多くの方に競技の魅力を知ってもらい、関心
を高めていくかが重要な課題であった（※１）。

そこで、まずはセーリング競技が神奈川で開催さ
れることを知ってもらうため、2016年３月に、ヨ
ットの帆で神奈川県の頭文字「K」を表現した独自の
ロゴマークを制作した。デザインに当たっては、「オ
リンピック」に関する知的財産権の制約が厳しいこ
とから、オリンピックを示す要素は使わず、「SAILING! 
COMING!」というメッセージとともに、セーリング
をオール神奈川で盛り上げる意気込みを表現した。
そして、ロゴマークを使用したポスターやのぼり、
缶バッジを製作し、イベントなどで掲示・配布した。

同年３月５日には、県として初めてとなるセーリ
ング機運醸成のイベントを、藤沢市のテラスモール
湘南で実施した（p.126参照）。

2016年５月には、江の島でのセーリングのイメ
ージ動画、競技ルールの説明動画、オリンピック艇
種の紹介動画の３つのプロモーション動画を制作。
イメージ動画は多くの人の目に留まるよう、７月か
ら10月にかけて県内の鉄道各社のデジタルサイネ
ージなどで放映した。競技ルールの説明動画は、
CGと実写を織り交ぜ、３分半で基本的なルールを
理解できるような内容とした。公表後から多くの方
に視聴いただき、2022年２月17日現在の再生回数
は54,214回である（※２）。艇種紹介動画は躍動感の
ある競技映像を使用し、10種目のオリンピック艇種
を初めて見る人でも視覚的に分かりやすく理解でき
るような仕上がりをめざした。

これらの動画は後述する機運醸成の取組（海上体
験会、訪問教室、レース観戦、ワールドカップフェ

スティバルなど）の中で放映したほか、様々な自治
体や企業などからの貸出依頼があり、想定以上に多
くの方々に視聴されることとなった。

延べ26回にも及ぶ海上体験会で
ヨット乗船の機会を提供

セーリングの魅力を海でダイレクトに感じてもら
うため、2016年から2019年まで、江の島ヨットハ
ーバーや県内マリーナで海上体験会を実施し、計26
回、延べ970人に体験してもらった。各開催日ごと
に小・中学生、親子、障がい者の方などを対象とし、
それぞれ対象となる方に合った艇種を体験してもら
った（p.27 6 ）。中でも、小型ヨットのハンザ級は、
子どもや高齢者の方、障がい者の方でも難しい練習
などをせずに簡単に帆を操って船を走らせることが
でき、ボートの深い位置に座るため、とても安定し
操作しやすいので、転覆の心配がない艇種として多
く活用した。

また、ヨット乗船だけでなく、セーリングをより
楽しんでいただき、継続して興味を持ってもらうた
めに、参加者が舵を握って艇の操船などを楽しめる
ようにしたほか、各体験会の乗船前後に、日常生活

※１　県では、県民の意識・価値観などを把握する「県民ニーズ調査」を毎年実施。2017年度調査では、セーリング競技に興味のある人の割合は３割程度で、
以降2021年度までほぼ横ばい傾向が続いた　※２　動画更新により、再生回数が一度リセットされているため、リセット前の再生回数との合算の数

神奈川県の頭文字「K」を表現したロゴマーク
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にも役立つロープワーク講習に加え、2019年から
は職員がヨット模型を活用し、ヨットが風上に向か
う原理を分かりやすく説明するなど、セーリング以
外にも役立つ知識やセーリングの面白さを伝え、体
験会が終わってもセーリングとのつながりが途切れ
ないよう工夫した。

その結果、毎回、募集数を上回る応募があり、抽
選をするほどの人気となった。参加者からは、「海も
風も気持ち良く、またやってみたい」、「なかなか難
しかったけど楽しかった」、「また体験して、次回は
もっと上手く操作したい」、「（今回はハンザ級だった
ので）今度はディンギーを体験したい」、「セーリング
スクールを紹介してほしい」など、次のステップを
めざしたいという前向きなうれしい反応があった。

セーリング競技経験者が
魅力を伝える訪問教室の開催

セーリングを詳しく知らない子どもたちに、その
魅力をより身近に感じてもらうため、県内の小学校
を訪れて、セーリングやオリンピックに関する授業

「訪問教室」を実施した。授業の冒頭では、子どもた
ちへのセーリング競技の普及に思いを持つ（公財）日
本セーリング連盟の富田三和子氏によるセーリング
講話が行われた。オリンピックのセーリング競技が

江の島で行われること、セーリング競技におけるレ
ースが実際にどのように行われるのか、競技の見ど
ころなどを、実物のヨットを用いて、児童に分かり
やすく説明していただいた。　

講話の後は、セーリングを体感するワークショッ
プを行った。オプティミスト級という児童向けのヨ
ットを学校に持ち込み、船のどこに座って、どのロ
ープを引っ張って操船するのか、実際に細かい操船
方法を体験してもらった。

セーリングに不可欠なロープワークも、児童が日
常生活でも使うことのできる結び方を中心に体験し
てもらった。また、ヨットが進む原理である「揚力」
を児童たちに分かりやすく説明するため、ペットボ
トルのふたやビニール袋を加工して、職員が手作り
したヨット模型を使い、児童たちにドライヤーや扇
風機の風を当ててもらい、どの角度が進みやすいか
体感しながら風上に進むしくみを学んでもらった。
その後、自宅でも模型を作れるよう、ヨット模型作

セーリング競技の魅力を分かりやすく伝える（公財）日本セーリン
グ連盟の富田三和子氏

　2018年３月には、セーリングの機運醸成に
向けて、神奈川県のキャラクター「かながわキ
ンタロウ」がセーリングをしているイラストを
制作。
　東京2020大会の種目であるレーザー級と
RS:X級に乗っている２つのバージョンを作り、
様々な広報物に登場させた。セーリングキャラ
バン（p.134参照）の缶バッジ製作体験では、馴
染みのキャラクターとして多くの子どもたちに
親しまれた。自分の名前入りの特製バッジも作
ることができたので、缶バッジ製作コーナーに
は人だかりができることもしばしばあり、セー
リング競技への関心を高めるきっかけとなった。

かながわキンタロウエピソード

09

130



C h a p t e r 5

小学校名 実施日 参加児童数

逗子市立小坪小学校　６年 2018.９.７ 75人

三浦市立三崎小学校　６年 2018.11.８ 24人

茅ヶ崎市立緑が浜小学校　５年 2018.11.13 65人

平塚市立横内小学校　６年 2018.12.14 75人

横須賀市立高坂小学校　６年 2019.１.11 74人

藤沢市立中里小学校　６年 2019.１.29 51人

相模原市立谷口小学校　５年 2019.６.11 70人

大和市立福田小学校　６年 2019.６.11 106人

横浜市立金沢小学校　６年 2019.６.18 64人

横須賀市立馬堀小学校　６年 2019.６.19 46人

秦野市立大根小学校　４年 2019.６.21 97人

藤沢市立亀井野小学校　６年 2019.７.１ 83人

小田原市立山王小学校　５,６年 2019.７.２ 66人

厚木市立毛利台小学校　４年 2019.７.５ 79人

寒川町立一之宮小学校　３,４年 2019.７.８ 122人

川崎市立平小学校　４年 2019.７.10 90人

海老名市立有馬小学校　４年 2019.７.11 48人

伊勢原市立比々多小学校　６年 2019.７.11 95人

真鶴町立まなづる小学校　
５,６年 2019.７.16 66人

葉山町立上山口小学校　５,６年 2019.９.25 58人

鎌倉市立七里ガ浜小学校　
３，４年 2019.10.16 95人

●訪問教室実施校

　2018年に始めたセーリング訪問教室。大切
な授業の時間を使わせていただくため、内容や
教材作りは大きな責任を伴う。中でも、ヨット
が向かい風でも前に進むことを分かりやすく児
童に説明することが難しかった。
　子ども用プールに発泡スチロールを切って作
ったヨットを浮かべ、風を当てて前に進むか実
験することを考案。セーリング課の廊下にプー
ルを持ち込んで水を入れ、実験を繰り返し行っ
た。原理としては、ヨットに埋め込んだセンタ
ーボードで抵抗を作り、揚力で前に進むのだが、
これを児童が分かるように説明するにはどうし
たらよいか、職員同士知恵を出し合った。授業
当日は地元のヨット協会の方のご協力もあり、
実物の小型ヨットに触れていただき、職員が考
えた教材を使って説明した。幸い、評判が良く、
後日児童全員から授業へのお礼のお手紙も頂き、
ホッとするとともに、２回目の訪問教室に向け
て、密かな自信となった。

成マニュアルも配付し、引き続き楽しんでもらえる
よう工夫した。授業の最後には、海の環境問題につ
いてクイズ形式の講義を行い、海や自然環境を大切
にすることを伝える時間となった。

授業を終えた後、児童たちから届いたアンケート
では、「ずっとセーリングの授業を楽しみにしていま
した。セーリングのことがいろいろと分かりました。
この話をお母さん、お父さんにしたら、ものすごく
驚いていました」、「ヨットの乗船体験がめっちゃ楽
しくて、自分が海にいてヨットに乗っているみたい

で、いつか本当に海に行ってヨットをやりたいと思
います」、「ロープワークが分かりやすくて、すぐに
できたので楽しかった。できたときにすごく褒めて
くれてうれしかった。セーリング体験をもう一回や
りたいです！」、「ヨットの実験はドライヤーや扇風
機を使って実験したからものすごく楽しかったで
す！」、「海の環境問題の説明がすごく分かりやすく
て、今、海がどうなっているのかが分かった」などの
コメントが寄せられた。

ヨットが進む原理を
分かりやすく伝えたい

エピソード
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大型クルーザーに乗船して
セーリングレースを洋上観戦

直接見る機会が少ないセーリング競技を多くの方
に観戦してもらえるよう、大型クルーザーで海上か
らレースを見学する企画を実施。乗船するクルーザ
ーには、木造の大型帆船「やまゆり」を使用した。「や
まゆり」は1964年の東京大会で来賓用クルーザーと
して建造された帆船で、43フィート（約13m）の大型
のものは国内ではほとんど残っておらず、日本ヨッ
ト史においても貴重な存在である。前回大会のレガ
シーが現在に引き継がれる取組ともなった。

大型クルーザーでの洋上観戦は、2018年12月15日
に湘南港を会場に、クリスマスカップ2018の観戦を
行い、対象の小学生と保護者95人が参加した。2019
年８月３日と４日には、湘南港で470級世界選手権
の観戦を行い、137人が参加した。2019年12月14日
と15日には、湘南港でジュニア・ユース クリスマス
カップの観戦を行い、69人が参加した。

事前練習にやって来た
海外チームとの様々な交流事業

リオ2016大会終了後、東京2020大会に向けて、
世界中からトップセーラーが江の島に集まり、事前
練習を行った。県では沿岸の市町等と連携し、この
機会を生かして、選手たちと地域の子どもたちが交
流する場の創出に努めた。

2017年10月のフランスチームと県立鎌倉高等学
校生徒の交流イベントを皮切りに、オリンピック本
番まで計15回の交流が実現。初回の交流では、フラ
ンス選手到着時に生徒から歓迎の大歓声が上がり、
記念撮影の嵐となった。その後、鎌倉市は2018年
12月にフランスのホストタウンとなり、大会期間中
もセーリングチームのサポートを行った。

2017年と2018年に行った湘南白百合学園小学校
とアメリカチームとの交流は新聞作り授業の一環と
して実施。「セーリングはどんな競技なの？」、「見ど
ころは？」など、児童たちは興味津々といった様子
で選手たちに質問を投げ掛け、初めて見るヨットに
も大興奮。児童たちが手作りした折り鶴や寄せ書き
をプレゼントし、選手たちからも「良い思い出にな
った」と大盛況のうちに終了した。

湘南白百合学園
小学校の児童が
作った新聞

1 アメリカ選手に質問する児童たち（2018.9.7）　 2 茶道を体験す
るドイツチームの選手（2018.9.18）　 3 岡田・外薗ペアが一色小学
校を訪問（2020.2.3）

1

2

3
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日程 相手国・チーム 参加者 概要

2017.10.12 フランス 鎌倉市立大船保育園児、
県立鎌倉高等学校生徒 フランスチームが園と学校を訪問（鎌倉市共催）

2017.10.25 アメリカ 湘南白百合学園小学校４年生 新聞作り授業の一環として、湘南港にて選手にインタビ
ューを行った（藤沢市共催）

2017.10.28 イギリスなど
多数の国々 湘南港利用者

海外選手との記念撮影
江の島オリンピックウィークのレセプションパーティで
交流

2018.９.７ ニュージーランド 厚木市立小鮎小学校６年生 湘南港にて、児童が施設見学とニュージーランドチーム
からのセーリング講話で交流（厚木市共催）

2018.９.７ アメリカ 湘南白百合学園小学校４年生 新聞作り授業の一環として、湘南港にて選手にインタビ
ューを行った（藤沢市共催）

2018.９.８ ニュージーランド 逗子開成高等学校ヨット部 葉山港にて、セーリング競技の座学
（荒天によりヨットレースは未実施）

2018.９.18 ドイツ
県立鶴嶺高等学校（茶道部）、

茅ヶ崎商工会議所
茅ヶ崎ゆかた委員会

茅ヶ崎市内の松籟庵にて、浴衣の着付けと茶道体験を行
った（茅ヶ崎市共催）

2019.７.11 フランス 鎌倉市立深沢小学校６年生 フランスチームが学校を訪問（鎌倉市共催）

2019.７.12 スペイン 湘南白百合学園小学校４年生 湘南港にて、応援メッセージや選手の願いを込めた
七夕の短冊の飾り付けを一緒に行った（藤沢市共催）

2019.７.13 香港 湘南学園中学校・高等学校の生徒 香港チームが学校を訪問し、生徒と昼食を一緒に食べな
がら交流（藤沢市共催）

2019.７.22 オーストラリア 県内で活動する高校生・
大学生セーラー

江の島沖で一緒に海上練習を行い、湘南港でオーストラ
リアチームからレクチャーを受けた

（藤沢市及び（特非）湘南港マリンセンター共催）

2019.８.11 フランス 一般
湘南港で、フランスや日本、セーリング競技にまつわる
クイズを交えて交流（鎌倉市及び（特非）湘南港マリンセ
ンター共催）

2019.８.12 ノルウェー 藤沢市立長後小学校３年生及び
５年生

湘南港で、児童が描いた応援メッセージやイラストを贈
呈し、選手から艇の説明を受けた（藤沢市共催）

2019.８.23 アメリカ 藤沢市立天神小学校４年生 同上

2020.２.３ 日本 葉山町立一色小学校５年生
男子470級の岡田・外薗ペアとアテネ2004大会銅メダリスト
関一人氏が学校を訪問し、競技に生かせる運動をしたり、
給食を一緒に食べて交流を深めた

●セーリングにおける交流イベント

※その他、神奈川版ラジオ体操動画及び東京五輪音頭-2020-動画に海外選手が参加

2018年９月には、ニュージーランドのホストタ
ウンとなっていた厚木市からの提案で、地元小学校
とニュージーランドチームの交流を湘南港で実施し
たほか、ドイツチームを茅ヶ崎市の松

しょうらいあん

籟庵に招いて、
地元団体が浴衣の着付けを、地元高校生が茶道体験
の指導を行った。この交流に参加したドイツチーム
の選手は、後に東京2020大会でフォイリングナク
ラ17級の銅メダリストとなったが、そのときのこと
を大会終了後の今でも覚えていて、とても良い思い
出になったと語っている。

また、練習時だけでなく、年間を通じて海外選手
に親しみを持ってもらうため、湘南港のヨットハウ
ス１階のフリースペースに、江の島で練習していた
海外選手の写真やサインを卓上POPスタンドに入れ

て掲出した。
2020年以降は新型コロナウイルス感染症の影響

で対面での交流ができなくなったが、オーストラリ
アオリンピック委員会が主催するスポーツを通じた
国際交流プログラム「オーストラリア・オリンピッ
ク・コネクト・プログラム ともだち2021」に県も参画。
湘南白百合学園小学校、大磯町立大磯小学校、大磯
町立国府小学校がオンラインでオーストラリアの児
童と交流し、県はその授業の中でセーリングについ
て紹介する取組を行った。

こうした交流イベントに参加した選手の中からは、
東京2020大会に出場した選手、さらにはメダルを
獲得した選手もおり、後から振り返っても大変貴重
な機会となった。
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江の島で初めて開催された
セーリングワールドカップシリーズ

湘南港では、オリンピックの前哨戦として、2018
年と2019年にセーリングワールドカップシリーズ 
江の島大会が開催された。オリンピックの日本開催
決定後、WCSも日本開催が決定し、2017年は愛知
県蒲郡市、2018年、2019年、2020年の３回を江の
島で実施することになっていたが、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大の影響で、2020年大会は中
止となった。

その後、（公財）日本セーリング連盟が2020年大会
の代替として「ワールドイズワン江の島セーリング
カップ 2021」の開催を計画したが、こちらも新型コ
ロナウイルス感染症の影響で中止となった。

【WCS 2018年大会の実績】
●大会期間　2018年９月９日（日）～16日（日）＜８
日間＞
●大会参加人数　465人（44の国と地域）
●集客人数　延べ２万人程度
●競技種目　オリンピック種目10種目
●日本人選手の成績　金：岡田奎樹／外薗潤平（470
級男子）　銀：吉田愛／吉岡美帆（470級女子）　銅：
高山大智／今村公彦（470級男子）

【WCS 2019年大会の実績】
●大会期間　2019年８月25日（日）～９月１日（日）
＜８日間＞
●大会参加人数　496人（46の国と地域）
●集客人数　延べ２万5,000人程度
●競技種目　オリンピック種目10種目
●日本人選手の成績　銅：土居一斗／木村直矢（470
級男子）

県は、WCSの江の島開催がセーリングの盛り上
げに大きく弾みをつけると考えて実行委員会に参画
し、大会期間中の土日にはセーリングを初めて見る
人でも楽しめるフェスティバルを会場内で開催する
ために様々な調整を行った。

事前広報にも注力し、缶バッジ製作体験などがで
きるブース出店を「セーリングキャラバン」と名付け
て、２年間に県内46か所で実施。2018年４月及び
翌年４月の「県のたより」では、ANAウインドサーフ

ィンワールドカップ横須賀・三浦大会（※）と合わせ
「２つの海のワールドカップ」と銘打って、大々的に
広報を実施した。

2018年、2019年両大会ともに、大会前日に地元
住民が中心となって、日本文化を体験したり、県内

1「県のたより」でWCSの開催をPRした（2019年４月号）　 2 出艇
する選手を見送る県立湘南台高等学校吹奏楽部の生徒たち（2018
年大会）　 3 ウェルカムフェスティバルで法被を着て踊る選手た
ち（2019年大会）

2

3

※　2018年は「ANAウインドサーフィンワールドカップ横須賀大会」が正式名称

1
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の特産品を知ってもらう「ウェルカムフェスティバ
ル」が開催され、選手たちを地域全体でもてなした。
また、大会期間中の土日には「ワールドカップフェ
スティバル」と題して、解説付きのレース中継が見
られるパブリックビューイング、マーチングバンド
やダンス、バトントワリングなど地元団体によるス
テージイベント、地元グルメのキッチンカーによる
飲食エリア、自治体やセーリング関係団体による
PRなどを実施。両大会とも延べ２万人を超える方
が江の島へ観戦に訪れ、多くの方にセーリングを知
っていただく機会となった。

1 日本代表に内定している選手を紹介した「セーリング競技丸わ
かりガイド」　 2 セーリング競技の歴史、ルールなどを解説した

「神奈川県／藤沢市 東京2020オリンピック競技大会 セーリング
競技ガイド」

競技のルールや選手の魅力を
伝えるパンフレットの制作

多くの県民の方にセーリング競技に興味を持って
いただき、東京2020大会・セーリング競技を応援し
ていただく機運を醸成するためには、日本代表選手
のことを広く知って、選手への共感や応援したい気
持ちを抱いていただくことも大切である。そこで、
日本代表に内定している選手のプロフィールやオリ
ンピックへの思いなどを詳しく紹介した「セーリン
グ競技丸わかりガイド」を制作した。また、藤沢市と
合同で、セーリングのこれまでの歴史やルール、オ
リンピックの10種目などを分かりやすく解説した

「神奈川県／藤沢市 東京2020オリンピック競技大会 
セーリング競技ガイド」も制作した。

東京2020大会の１年延期に伴い、各種広報につ
いては延期直後から軒並み事業の見直しが続いたも
のの、大会直前までセーリング競技の魅力を可能な
限り粘り強くアピールすることとし、オリンピック
聖火リレーの点火セレモニー会場や江の島に設置し
たクールスポットなどでガイドを配布した。

　2019年10月にフランスのマルセイユを圏都
とするプロヴァンス＝アルプ＝コート・ダジュ
ール地域圏のルノー・ミュズリエ知事が黒岩知
事を訪問。パリ2024大会のセーリング競技は
マルセイユで開催されるため、江の島ヨットハ
ーバーも視察し、双方のオリンピックに向けた
取組を紹介した。

江の島の風を
マルセイユへ

エピソード
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県民参画のための取組を多数実施。
「オール神奈川」で、機運醸成をめざした

県民参画に向けた取組
第3節

1万1，000件を超える登録があった
「東京2020参画プログラム」

　2016年10月、組織委員会による「東京2020参画プ
ログラム」が開始した。このプログラムは、様々な
組織・団体が大会に向けて行うおもてなし活動や文
化活動などを登録し、組織委員会から認証を受ける
ことで、公認マークが使用でき、ホームページでも
紹介されるという取組で、東京2020大会を一過性
のイベントとするのではなく、できるだけ多くの人
が参画し、これらをきっかけに、あらゆる分野で社
会が変わったと言われるような大会をめざしていく
ことを目的としていた。
　本県では、この参画プログラムを、県民の大会に
向けた様々な活動のさらなる活性化につなげ、「オ
ール神奈川」での機運醸成をめざしていくため、「参
画プログラム」のPRを積極的に行うとともに、2019
年８月からは、同プログラムに登録した参加者にデ
ュアルエンブレムバッジを配付することとした。
　こうした取組により、オリンピック及びパラリン
ピック競技の体験会や大会応援コンサート、さらに
は海岸のビーチクリーン活動など、県内各地で多種
多様な活動が、市民団体や教育機関などの団体によ
り実施され、県内の参画プログラムの認証件数は最
終的に１万1,000件を超えた。これは、全国第３位
の認証件数となっており、多くの県民が大会に向け
て活動したことがうかがえる結果となった。
　このほか、県は、来日する大会関係者に全国の伝
統的工芸品を贈呈するため、東京都及び組織委員会
が募集を行った「東京2020大会記念品プロジェク
ト」に参画し、県内の伝統的工芸品として、「鎌倉彫
の写真立て」、「箱根寄木細工のりんご小物入れ」及
び「小田原漆器の茶筒」を、大会関係者に贈呈した。

自治体、企業の枠を越え
ラグビー・オリパラ応援団を結成

　2016年10月８日、県は県内全市町村、経済団体
などとともに「ラグビーワールドカップ2019™️及び
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会神
奈川推進会議（通称：ラグビー・オリパラ神奈川応援
団）」を設立、黒岩知事が会長に就任した。東京
2020大会及びラグビーワールドカップ2019™に向
けた機運を盛り上げるためのもので、発足した時点
で124団体等が参加を表明した。

「ラグビー・オリパラ神奈川応援団」設立総会

　2017年５月12日の第２回総会では、131まで増え
た応援団の構成員が集まり、県内の市町村、関係団
体・機関等が一体となって機運醸成を推進するため、
取組報告会を行った。また、（公財）日本障がい者ス
ポーツ協会（当時）会長、JPC会長の鳥原光憲氏の講
演に加え、同氏と知事の対談も行った。
　2018年５月11日には第３回総会を開催した。翌
年にラグビーワールドカップ2019™が迫っている
こともあり、ラグビー元日本代表の今泉清氏を招い
て、特別講演も同時開催した。また、2019年７月
11日には横浜市のラグビーワールドカップ2019™
東京2020オリンピック・パラリンピック横浜開催推
進委員会と第４回総会を合同開催した。総会では県
内開催競技の会場所在５自治体の首長（知事、横浜
市長、相模原市長、藤沢市長、山北町長）とオリン
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ピアンの立石諒氏、パラリンピアンの田口亜希氏と
のトークセッション形式でのイベント紹介などを行
った。
　県としては、東京2020大会の開催に向け、応援
団に参画いただいた団体等と連携し「オール神奈川」
で機運醸成に取り組んでいたが、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大後は、思うような取組が行えな
くなってしまい、大会終了まで県の取組を情報提供
するにとどまった。
　応援団は、会則に基づき、2021年12月末をもっ
て解散することとなったが、構成員には、両大会に
向けた機運醸成への協力に対するお礼とともに、
2022年に本県で開催予定の「ねんりんピックかなが
わ2022」への支援をお願いするメッセージを添えた
知事名の礼状を送付し、感謝の気持ちを伝えた。

県民参加による
「みんなでラジオ体操プロジェクト」

　2017年10月17日には、東京都が東京2020大会へ
の機運醸成と国民の健康増進を目的として実施した

「みんなでラジオ体操プロジェクト」に、県が独自で
制作した３分30秒の動画を提供した。「やってみた
ぞーッ！ラジオ体操〜神奈川オールスターズ〜」と
題したこの動画は、300人の県職員が一斉に体操す
る場面から始まる。県にゆかりのある著名なアスリ
ートによる体操や、セーリング競技会場となる江の
島での体操なども収録し、神奈川の魅力を発信する
内容となった。動画は企画から撮影、編集までのす
べてを県の若手職員が中心になって行い、外部出演
者はすべてボランティアで参加いただいた。撮影に
は多くの市町村や企業等に協力いただき、神奈川カ
ラーを全面に打ち出した。
　ラジオ体操が生まれたのは1928年。子どもから

「みんなでラジオ体操プロジェクト」の動画

　ラジオ体操動画のワンシーンに「江の島で練
習中の陽気な海外選手」というタイトルが出て
くる。これは、2017年９月に江の島で行われ
たRS:X級世界選手権に出場していた選手６人
に、現地で職員が直接声掛けして協力していた
だいたもの。動画をよ～く見ると、東京2020
大会で見かけた選手が…。なんと、中国の盧雲
秀（LU Yunxiu）選手（右から２人目）。RS:X級女
子の種目で見事金メダルを獲得したご本人でし
た!!

後の金メダリストが
ラジオ体操動画に
出演していた!?

エピソード

12

お年寄りまで誰もが知っている題材だけに、世代を
超えたコミュニケーションツールとも言えた。県で
はこの動画を幅広い視聴者に楽しんでもらい、体を
動かし、スポーツを身近に感じてもらうことで、大
会への機運醸成とともに県民の健康づくりにつなが
ることをめざした。また、多くの県民・市町村が協
力して完成させることで、「オール神奈川」の機運醸
成にも寄与するプロジェクトとなった。
　制作した動画は、「かなチャンTV」で公開すると
ともに、県が実施する各種イベントで放映するなど、
スポーツへの関心を高めるツールとして様々な場面
での活用を図った。
　この動画は、東京都が開催した動画コンクールに
おいて、全国から集まった応募作品の中で最優秀賞
を受賞した。
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約400人が力を合わせた
「東京五輪音頭」動画

　2017年11月には「東京五輪音頭-2020- 神奈川 
ver.」の動画を制作した。これは、1963年に作られ
た東京オリンピックのテーマソング「東京五輪音頭」
のリメイク版「東京五輪音頭-2020-」を組織委員会
が７月に制作したのを受けて、「神奈川ver.」の動画
を制作したもの。実質２週間という短期間で制作し、
自治体の動画としては、本県のものが初となった。
「神奈川ver.」の撮影に際しては、出演者はすべて

ボランティアで参加いただいた。リオ2016大会に
バスケットボールで出場した町田瑠唯選手と、車い
すテニスで出場した二條実穂選手にも出演いただい
た。さらに、県内の学生185人も協力いただいたほか、
知事や横浜市、藤沢市、県などの職員が大勢参加し
て、踊りを披露。その総出演者数は、約400人にも
上った。動画はYouTubeで配信した。
　撮影場所はセーリング競技の会場となる江の島を
はじめ県内18か所にも及び、神奈川の魅力を伝え
る様々な場面で構成された。制作した動画は各地の
町内会や盆踊りで使いたいとの声も多かったが、

「東京五輪音頭-2020-」の著作権は組織委員会が所
有しており、組織委員会から町内会や盆踊りでの使
用が認められなかったことが惜しまれた。

江の島など、県内18か所で撮影した「東京五輪音頭-2020- 神奈川 ver.」

大会関連ボランティアへの
参加を後押し

　東京2020大会のボランティアは、競技会場や選
手村などの大会関係施設における会場内の案内・誘
導など、大会運営を支援する「大会ボランティア」

（フィールドキャスト）と、競技開催地の「顔」として、
おもてなしの心を持って観客や観光客をお迎えし、
競技会場の最寄り駅周辺における観客への案内など
を行う「都市ボランティア」（シティキャスト）の２種
類があり、どちらも大会には欠かせない重要な役割
を担っていた。そして、「都市ボランティア」につい
ては、県内では、横浜市が2018年９月12日から、
藤沢市が同年９月26日からそれぞれ募集を開始した。
　こうした動きに合わせ、「地元神奈川での開催な
ら」と、ボランティアでの参加を考え始める方も出
てきた。その流れを後押しするため、県は2018年
９月、横浜市、藤沢市と連携してボランティアへの
参加を促すイベントを両市で開催した。

チラシによりYouTubeでの配信をPRした
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1 2 ラッピングされた江ノ電と湘南モノレールの車両 

県では国内外からの観光客の受入れに向けて、
街を挙げて様々な装飾を行い、歓迎ムードの演出を着実に進めた

街並みの歓迎ムードを演出
第4節

ラッピング車両が
街を走った! 

　2019年夏、開催１年前を記念して、江ノ島電鉄
株式会社と湘南モノレール株式会社の協力の下、県
内開催４競技をモチーフにしたラッピング車両

「TOKYO2020湘南ラッピングトレイン&モノレール
KANAGAWA」が登場した（p.26 4 5 ）。
　江ノ電では２両１編成の車両の外装に、湘南モノ
レールでは３両１編成の車両の外装に、大会マスコ
ットやエンブレムなどをカラフルにデザインし、目
を引く装飾とした。また、江ノ電の車内は、中吊り、
窓上広告、ドア、柱、ドア上、吊り革ステッカーな
どすべての内装を大会マスコットなどでジャックし
たほか、ドア上の液晶モニターでは県内開催４競技
の動画を放映するなど、車内をオリンピック・パラ
リンピック一色にし、乗客の方に大会への期待感を
高めていただく取組を行った。

　ラッピング車両は、それぞれの路線全区間で７月
21日から９月30日まで運行。湘南モノレールにつ
いては、この期間後も2021年の大会本番まで運行
していただいた。
　運行初日である７月21日には、記念式典を開催。
まずは江ノ電の江ノ島駅上りホームで、黒岩知事、
松尾鎌倉市長、鈴木藤沢市長、駅長がテープカット
を行った。その後、湘南モノレール大船駅ホームに
移動し、知事らが車掌と運転士に記念のヘッドマー
クを手渡し運行を祝した。

1 2 フォトコンテストで受賞した写真

1

2

ラッピング車両運行記念式典

　また運行を記念し、８月８日から10月14日まで
インスタグラムでフォトコンテストも開催。ラッピ
ングされた江ノ電又は湘南モノレールの写真を撮影
し「#2020湘南ラッピングトレイン」、「#2020Shonan_
train_wrap」を付けて投稿するというもので、232作
品の応募を頂いた。県内開催競技にちなんだ「セー
リング賞」、「サッカー賞」、「野球賞」、「ソフトボール
賞」、「自転車ロードレース賞」が設けられ、受賞者に
は東京2020ライセンス商品などをプレゼントした。

1 2
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　2021年には江ノ電の車内に応援ポスターを掲示。
これは組織委員会が主催した東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックのポスター募集企画の応募作品
のうち、神奈川県内の子どもたちの作品をポスター
にしたもので、様々な力作が車内を彩った。

国内外からのお客様を歓迎するため
街を横断幕やフラッグで装飾

　オリンピック・パラリンピックでは、競技会場周
辺や街のランドマークとなる施設などをドレッシン
グし、街全体で祝祭感を演出することが通例となっ
ている。そして、大会の開催が広く世界に認知され
るよう、統一された一貫性のあるその大会固有のデ
ザイン、「大会ルック」と呼ばれるデザインが大会ご
とに作り上げられ、シティドレッシングでは統一的
にそのデザインを使うこととされている。
　本県でも、国内外から訪れる人へのおもてなしの
思いを込め、県内各所を「大会エンブレム」や「大会
ルック」などをあしらった横断幕やフラッグで装飾
し、歓迎ムードを盛り上げた。県庁舎では、渡り廊
下の外壁に大会マスコットが登場したほか（p.26 2 ）、

新庁舎入口周辺にセーリング競技を応援する目的で、
2020年１月から2021年８月まで日の丸セーラーズ
の横断幕掲出と階段装飾を実施した。
　また、県立スポーツセンターのアリーナ１及び２
のエントランスを大会エンブレムで装飾した。

　横断幕やフラッグなどをどこに設置すればよ
り効果的か検討するため、職員が国道134号の
現地調査を徒歩で実施した。当日は５月ながら
７月上旬並みの暑さで、稲村ヶ崎からスタート
して茅ヶ崎市に差し掛かるころには、全員真っ
黒に日焼け。印象深い現地調査のおかげで、装
飾の一つ一つに愛着を感じるようになった。

シティドレッシングエピソード

13

1

1 江ノ電車両内に掲出された子どもたちのポスター　 2（公財）
日本セーリング連盟のラッピング電車も登場し、ともに大会を盛
り上げた

2

日の丸セーラーズの階段装飾
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1

2

　さらに、江の島を中心としたセーリング競技会場
の周辺地域では、セーリング競技の選手村となる大
磯プリンスホテルから江の島に向かう国道134号で、
横断歩道橋、道路照明灯、地上配電機器の一部など
に、横断幕やフラッグなどの装飾を施した。
　横断幕は、大会エンブレムの色であり、セーリン
グ競技会場カラーでもある藍色を基調にデザイン。
道路照明灯を装飾するフラッグは、日本の伝統色で
ある紅（くれない）、藍（あい）、藤（ふじ）、松葉（ま
つば）、桜（さくら）の５カラーを用い、カラフルに
デザインした。また、歩道上の地上配電機器には、

藍色をベースにセーリング競技のピクトグラムを配
したラッピング装飾を行った。
　2020年３月に大会が１年延期となったことから、
国道134号上に設置した横断幕やフラッグは、いっ
たん取り外したが、2021年、セーリング村が開村
する７月13日から、改めてシティドレッシングを
実施した。
　国道134号のドレッシングに加え、最寄り駅から
会場に向かう地下道の壁面や階段、江の島弁天橋の
欄干には、セーリング競技会場カラーである藍色を
基調としたシール装飾を施した（p.10 2 ）。また、
県庁舎においても、７月16日から本庁舎の外柵に
大会エンブレムや大会ルックなどの装飾を施した。
　このほか、江の島セーリングセンター建設工事や
江の島入口トイレ改修工事では、工事囲いに東京
2020大会の競技種目や前回大会時のハーバーの様
子を紹介する写真や説明文を掲示するなど、機運醸
成に工夫を凝らした（p.142 1 ）。
　また、県が発注する公共工事の案内看板には、大
会エンブレムを模した組織委員会の参画プログラム

1 2 県庁の渡り廊下や、歩道橋など街の様々な場所に装飾が施された
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認証マークを掲載するなど、会場周辺だけでなく県
内の様々な場所で、大会の機運を盛り上げた。
　江の島でのセーリング競技が無観客となり、人流
抑制の観点から規模を縮小し掲出期間を短縮せざる
を得なかったが、可能な限り県内での開催を実感し、
思い出に残してもらえるよう、随所をオリンピック
カラーに染めた。
　また、県内開催競技の自転車競技ロードレースを
盛り上げるため、様々な試みが見られた。そうした
中にあって、開成町では、2019年７月、小田急線
開成駅が会場（富士スピードウェイ）への観客輸送の
シャトルバス発着駅に指定されたことから、駅周辺
の装飾を計画したが、開成駅からの観客輸送が中止
となってしまい、実現できなかった。

開催1年前、100日前、
大会期間中に県庁舎をライトアップ!

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況をか
んがみ、集客を目的としたイベントを控える必要が
あることから、「三密」の危険性の少ない取組として
ライトアップを行うこととなった。
　延期後の大会１年前の2020年には、横浜市、相
模原市、藤沢市と連携してライトアップを実施。オ
リンピック１年前の７月23日と、パラリンピック

1 セーリング競技の艇種写真などを掲出（江の島セーリングセン
ター工事）　 2 公共工事の看板もエンブレムで装飾

2

1

パラリンピックの3色にライトアップされた県庁本庁舎

１年前の８月24日に、県が県庁本庁舎のライトア
ップを行ったほか（p.27 8 ）、横浜市の大観覧車コ
スモクロック21、相模原市の市役所本庁舎本館、
藤沢市の江の島シーキャンドルのライトアップが行
われた。
　県庁本庁舎でのライトアップは開催100日前にも
実施。オリンピック100日前の2021年４月14日には
５色のライトアップで、パラリンピック100日前の
５月16日には３色のライトアップで県庁本庁舎を
照らした。また、オリンピック、パラリンピックの
大会期間中もそれぞれ５色と３色のライトアップを
実施した。いずれのライトアップも感染症対策の観
点から、時間は19時から20時の１時間のみの実施
とし、点灯式などのセレモニーは行わなかった。

子どもたちの思いを会場に! 
フラワーレーンプロジェクト

　組織委員会では、観客や観光客におもてなしの気
持ちを伝えるため、各競技会場の手荷物検査エリア
などで、フェンスの代わりにアサガオなどの鉢植え
を並べる「フラワーレーンプロジェクト」を企画して
いた。それを受け、本県でも神奈川県版「フラワー
レーンプロジェクト」を実施した。当プロジェクト
には県内の13校の子どもたちが協力。横浜国立大
学教育学部附属鎌倉小学校で行われたアサガオの種
まきの様子は、メディアにも取り上げられた。子ど
もたちが種から育てたアサガオは520鉢にもなり、
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1 子どもたちが育て
た鉢植えを並べたフ
ラワーレーン
2 2019年７月、芝生
の苗を植える高校生

川崎市立大島小学校

相模原市立旭小学校

相模原市立藤野小学校

相模原市立夢の丘小学校

大和市立大野原小学校

愛川町立高峰小学校

平塚市立神田小学校

秦野市立本町小学校

横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校

神奈川県立平塚ろう学校

神奈川県立平塚養護学校

湘南白百合学園小学校

平和学園小学校

●フラワーレーンプロジェクト参加13校

1

2

それぞれに応援のメッセージカードを添え、セーリ
ング競技会場近くの江の島弁天橋付近の歩道に設置
した。メッセージカードには「セーリングの会場に
ようこそ」、「自分のゆめをしんじて！！」、「力をは
っきして、優勝できるように、がんばってくださ
い！」など、子どもたちの温かい心のこもった言葉
が記されていた（p.27 7 ）。
　また、相模原市立旭小学校では５年生90人を対
象に、東京2020大会やセーリング競技、神奈川県
版「フラワーレーンプロジェクト」への理解を深める
授業も行われた。
　設置期間中、ボランティアの方々に水やりや花が
ら摘みなどに協力していただき、大会終了後は無事、
子どもたちに返却することができた。
　そのほか、2019年７月には湘南港北緑地で県立
中央農業高等学校園芸科学科の生徒が育てた芝生の
苗を、生徒たちが自ら北緑地に植栽。同年11月に
は同じく湘南港北緑地で江の島の子どもたちが江の
島在来種であるタブノキなどを植樹し、子どもたち
の思いを会場に届けた。
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セーリングをはじめとした
県内開催競技への機運が高まる 

2017年４月25日、アサヒスーパードライ特別ラ
ベル「東京2020大会 神奈川県ラベル」が発売された。
県内開催競技のシルエットがデザインされた特別パ
ッケージで、発売に先駆けてアサヒビール株式会社
の関係者が知事を訪問。商品で大会を盛り上げるた
め、報道陣を前に商品がお披露目された。さらに、
翌年10月２日にもラベルのデザインが一新され、神
奈川県限定で販売された。

2019年５月には、オーストラリアで開発された
海洋プラごみ回収装置（Seabin（シービン））１基が、
国内総代理店である株式会社平泉洋行から県に寄贈
され、県が購入した１基とともに、セーリング競技
会場となる湘南港に国内で初めて設置された。

2019年８月７日から20日には、セーリングがデ
ザインされた「第2500回 関東・中部・東北自治宝く
じ」が販売された。これは、江の島ヨットハーバー
での「セーリングワールドカップシリーズ 江の島大
会2019」を記念したものである。

県立藤沢工科高等学校では、生徒が「江の島セー
リングロゴマーク」をペイントした木製ベンチを制
作。このベンチは湘南港のヨットハウスのほか、県
庁舎にも寄贈され、人々が訪れる西庁舎１階ロビー
に設置された。

県と包括協定（※）を締結している（学）岩崎学園に
は、協定の一環として、2018年８月25日に行われ
た大会２年前記念イベントにおいて、セーリング競
技のバーチャル・リアリティ（VR）体験会の実施に協
力いただいた。これは、実際の艇のマストに360度
カメラを装着し、海上を帆走する様子を撮影した映
像をスマートフォンにダウンロードして専用ゴーグ
ルで３次元空間を体験できるものであった。その後、
県が主催した小学校でのセーリング訪問教室におけ
るVR体験にも協力いただいている。

また、同学園は、セーリング競技の認知拡大、機
運醸成を目的とした「セーリングゲーム」を開発。
2018年９月のWCS江の島大会の「ワールドカップフ
ェスティバル」において披露された。このゲームの
名称は、「Wind Racer」といい、プレーヤーは海面に
設置されたブイを回り、そのスピードを競うもので
あった。

日本郵便株式会社は、東京2020大会に向けて、ホ
県立藤沢工科高等学校の生徒には2020年1月21日に感謝状が贈呈
された

県が主体となり、各自治体と一緒になって進めてきた機運醸成の取組は、
自治体や企業の枠を越え、日を追うごとに様々な広がりを見せた

広がる取組
第5節

1 セーリング、野球・ソフトボール、サッカーのシルエットがあ
しらわれた特別ラベル　 2 宝くじは東京都を除く関東・中部・北
海道・東北地方の各県と三重県で販売された　

2

1

県立藤沢工科高等学校の生徒には2020年1月21日に感謝状が贈呈
された

※　2016年１月28日に、県と（学）岩崎学園は、相互の連携を強化するため、スポーツ振興、未病対策、健康増進対策などの８項目での、連携と協力に関する包括協定を締結144
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実施日 概要

2019.５.13 湘南港でセーリングトークショーと
ジャズライブ

2019.７.22 湘南港でオーストラリアチームとの
交流イベント（p.133再掲）

2019.11.30 湘南港でセーリングの海上体験会
（湘南ロボケアセンター利用者向け）

2020.７.７ セーリングレースの
見どころ紹介動画の公開

2021.10.18 海洋環境啓発パンフレットと
パネルの制作・展示

●協働事業の主な取組

かながわボランタリー活動推進基金
21協働事業によるセーリング普及

県では、ボランタリー団体等と県とが協力し協働
して事業を進めることや、活動支援を目的とする「か
ながわボランタリー活動推進基金21」を設置している。
この基金の活用メニューの一つに、ボランタリー団
体等が提案した事業が審査で選ばれた場合、基金か
ら事業経費を負担するしくみがある。 

2018年７月、青少年のセーリング普及活動や生
涯スポーツとしてのセーリング活動を行っている

（特非）湘南港マリンセンターから、県民のセーリン
グ競技に対する盛り上がりが低迷している課題の解
決に向けて、県と協働して取組を行いたいとの提案
があり、審査の結果、2019年度から３年間にわた
り「江の島セーリング魅力発見プロジェクト」を協働
で実施することとなった。

2020年７月に公開した見どころ紹介動画は、セ
ーリング競技を楽しく観戦してもらうため、実際の
レース映像を使い、スタート時に良い風を受けるた
めの位置取りの駆け引きや、レース中の戦術、どこ
が勝敗の分かれ目になっているのかなど、ヨットレ
ースのここを見れば楽しめるという注目ポイントを
紹介したもの。映像にはＣＧを入れ、ナレーション
も挿入するなど、分かりやすく伝える工夫をした。

ストタウン登録した自治体と相手国を題材とした記
念フレーム切手の販売を企画。県と平塚市が共同で
リトアニア共和国のホストタウンに登録されたこと
から、富士山や相模湾などの絶景を望める平塚屈指
の人気スポット「湘南平」や、〝森と湖の国 〝リトアニ
アの美しい自然や歴史的建造物などが題材に取り上
げられた切手が、2021年４月１日から発売された。
また、江の島ヨットハーバーを拠点に2018年から
３年連続でWCSが開催されることを記念した切手
シートも販売された。

2020年６月からは、東京ガス株式会社の協力の下、
「MARK IS みなとみらい」にある東京ガスショール
ームに、聖火リレーや事前キャンプ、セーリングを
はじめとした県内開催競技を紹介するパネル展示を
行った。

さらに、セーリング競技会場である江の島では、
本大会が開催される直前の2021年７月22日、地元
の江の島夕波会や子どもたち、地域の皆さんが、全
員おそろいの浴衣を着て、外国人選手団を乗せたバ
スが島に入るたび、各国の選手たちを歓迎するため

「東京五輪音頭-2020-」などの踊りを披露した。こ
の浴衣は、実現しなかった聖火リレーのミニセレブ
レーションの企画に向けて用意していたもの。選手
団は、バスの車窓から手を振ったり踊り手の姿をカ
メラに収めるなど、感謝の気持ちを表してくれた。

1 2 おそろいの浴衣で踊りを披露し、選手団を歓迎

レースの見どこ
ろを動画で紹介

1
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「かながわ」らしい
オリンピック・パラリンピック教育

【トップアスリートのスポーツ教室】
　2016年から2020年までの５年間にわたり、小学
校延べ40校に、県ゆかりのオリンピアンなどのト
ップアスリートを派遣し、児童がアスリートととも
に体を動かしたり、運動やスポーツをすることの素
晴らしさをアスリートから直接聞いたりすることに
より、運動やスポーツに興味を持ち、積極的に運動
するきっかけづくりを進めた。

【かながわパラスポーツ理解促進体験授業】
　県内公立小・中学校及び県立高等学校では、パラ
アスリートやパラリンピアンを招いた体験授業を実
施することや、日常的にパラスポーツに触れる機会
を設けることによって、理解促進を図った。車いす
バスケットボールとブラインドサッカーを中心に、
４年間で小学校８校、中学校２校、高等学校延べ17
校で行った。

【一校一プログラム】
　東京2020大会の開催に当たり、県の生徒が一層ス
ポーツの楽しさを学ぶとともに、世界各国の文化に
触れ、すべての子どもたちとお互いに理解し合える
関係を築くことができるよう、オリンピック・パラ
リンピック関連の書籍を集めたコーナーを設置した
り、授業の中で大会の競技を体験したりするなど、
各学校の特色を生かした「一校一プログラム」を全県
立学校で策定・実施し、オリンピック・パラリンピッ
ク教育のさらなる推進を図った。

【かながわオリンピック・パラリンピック教育学習教材】
　2017年11月に、児童・生徒が県のオリンピック・
パラリンピックの歴史や実施競技、さらに世界各国
の文化への理解を深め、児童・生徒の興味・関心が
高まるよう小・中学校、高等学校、中等教育学校、
特別支援学校で活用できる「かながわオリンピック・
パラリンピック教育学習教材」を作成した。

　この学習教材は、「指導資料」に加えて、実際の授
業で活用できる「発問例」や「ワークシート」などを盛
り込み、各学校の教員がオリンピック・パラリンピ
ックについて分かりやすく指導できるものとなって
いる。また、東京2020大会終了後も、子どもたち

県教育委員会等では、「する、みる、支える、知る」などスポーツとの多様な関わり方を通じて、
多様性の尊重や異文化理解など様々なオリンピック・パラリンピック教育事業に取り組んだ

オリンピック・
パラリンピック教育の推進第6節

1 陸上・苅部俊二氏によるスポーツ
教室（松田町立松田小学校）　 2 パ
ラスポーツに触れ、関心を持っても
らえるように実施した車いすバスケ
ットボール体験授業（県立津久井高
等学校）　 3 図書室に設けられたオ
リンピック・パラリンピック関連の
書籍コーナー（県立深沢高等学校）
4 かながわオリンピック・パラリン
ピック教育学習教材

4

1

2

3
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に大会で得た様々な感動をレガシーとして残すため、
2022年３月末にオリンピック・パラリンピック教育
学習教材を改訂する。

【学校連携観戦プログラム】
　学校連携観戦プログラムは、東京2020大会の競
技観戦を通じ、次世代を担う子どもたちに、一生の
財産として心に残るような機会を提供することを目
的として、組織委員会が、会場所在自治体（都道県）
及び東日本大震災被災３県（岩手、宮城、福島）に対
し、特別価格で観戦できるようにした企画である。
対象者は、公立・私立の小・中学校、高等学校、義
務教育学校、中等教育学校、特別支援学校に在籍し
ている児童・生徒と引率者、対象競技は県内開催競
技及びパラリンピックの陸上競技となっていた（対
象都道県：北海道、岩手、宮城、福島、茨城、埼玉、
千葉、東京、神奈川、山梨、静岡）。
　本県では、市町村教育委員会及び県立特別支援学
校、私立学校にプログラム参加の希望を募り、当初
は合計約10万枚購入する予定だったが、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大の影響などにより、最
終的には約３万5,000枚となった。しかし、2021年
７月８日に開催されたIOC、IPC、組織委員会、東
京都、国による５者協議で、一部地域を除きオリン
ピックは無観客とすることが合意されたことに伴い、
本県を含む５都道県のオリンピック競技の本プログ
ラムの中止が発表された。
　また、８月16日に開催されたIOCを除く４者協議
では、パラリンピックも無観客が決定し、本プログ
ラムについては、開催都県のみ観戦可能とされたこ
とから、パラリンピック競技が開催されない本県で
は、観戦が中止となった。
　県教育委員会では、学校連携観戦プログラムの代
替事業として、無観客の中でも全力を尽くす選手た
ちに、励ましや応援の言葉を届けたいという子ども
たちの思いにこたえるため、県内の希望する学校か

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

整備用品

・ボッチャ
・フライング
ディスク

・スポーツ
クライミング

・ゴールボール

・ボッチャ
（ボールセット・ランプ）
・タグラグビー
・サウンド

テーブルテニス

・ボッチャ
（ボールセット）
・フロアカーリング
・フロアバレーボール

・ソフトフロアホッケー
・ペガーボール
・ヴァンタッジオ車いすサッカー
・サウンドテーブルテニス

・パラシュート
（パラバルーン）
・ティーボール

年次計画

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

スポーツ
教室の回数 126回 120回 124回 118回 110回

スポーツ教室の実施結果

ら、子どもたちによる「選手たちに送るエール」とし
て写真や動画の募集を行った。その結果、92校、
7,400人以上の児童・生徒から寄せられた写真や動
画を県教育委員会のホームページで公開した。

子どもたちから「選手たちに送るエール」が寄せられた
（県立鎌倉養護学校）

【県立特別支援学校におけるトップアスリート等に
よるスポーツ教室の開催】
　全県立特別支援学校の児童・生徒、教員を対象に、
スポーツに対する意識及び技能を向上させるため、
2016年度から、トップアスリート等によるスポーツ
教室を実施した。この教室は地域の小・中学校、高
等学校の児童・生徒、教員、住民等が参加し、パラ
スポーツに対する意識及び技能を高め、交流及び共
同学習の一層の充実に取り組んだ。

【運動・部活動等の用具の整備】
　全県立特別支援学校の児童・生徒の生涯スポーツ
の充実をめざし、2016年度から、運動・部活動の活
性化を図るため、障がいの状態に応じたスポーツの
参加を推進するための用具を整備した。
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2017年から県内の中学校で
「JOCオリンピック教室」を開催

　県では、JOCとともにオリンピック・ムーブメン
トを推進していくため、2017年４月21日に「JOCパー
トナー都市協定」を締結した。この協定は、JOCが行
うオリンピック・ムーブメントの推進、国際競技力
向上や自治体のスポーツ振興を図るため、JOCと自
治体が相互に支援と協力を行っていくためのもので
ある。その「JOCパートナー都市協定」に基づき、
JOCと協力して実施してきた事業が「JOCオリンピ
ック教室」である。中学２年生を対象に、オリンピ
アンが教師役となり授業を行うものであり、オリン
ピアンの経験を通して「オリンピズム（オリンピック
精神）」や「オリンピックの価値」を伝え、多くの人々
の間で共有してもらおうという取組である。
　2017年10月３日、４日には、県協力による初の

「JOCオリンピック教室」が県立相模原中等教育学校
で行われた。この教室には、水泳・競泳の松本弥生
氏、カヌー・スラロームの海渕萌氏、スキー・ノル

年度 学校名 オリンピアン（敬称略）

2017年度

県立相模原中等教育学校

松本 弥生（水泳・競泳）

海渕 萌（カヌー・スラローム）

荻原 次晴（スキー・ノルディック複合）

県立平塚中等教育学校
伊藤 華英（水泳・競泳）

三好 智弘（水泳・競泳）

葉山町立葉山中学校

松本 弥生（水泳・競泳）

坪井 保菜美（体操・新体操）

2018年度 田中 和仁（体操・体操競技）

山北町立山北中学校
太田 陽子（陸上競技・走高跳）

伊藤 華英（水泳・競泳）

二宮町立二宮西中学校
伊藤 俊介（水泳・競泳）

2019年度 高尾 千穂（スキー・フリースタイル）

箱根町立箱根中学校 目黒 宏直 （バイアスロン）

2020年度

愛川町立愛川中原中学校
小塚 崇彦（スケート・フィギュアスケート）

小菅 寧子（セーリング）

寒川町立寒川中学校
中山 英子（スケルトン）

三井 梨紗子（水泳・アーティスティックスイミング）

2021年度 清川村立緑中学校
※同村立宮ヶ瀬中学校から生徒２人が視察 桧野 真奈美（ボブスレー）

県協力のJOCオリンピック教室実施一覧

県立相模原中等教育学校で教師役を務めたスキー・ノルディック
複合の荻原次晴氏

ディック複合の荻原次晴氏に教師役として参加いた
だいた。
　JOCオリンピック教室は、翌年度以降も継続して
県内の中学校で開催している。
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ラ」を融合させた公演を動画配信し、神奈川及び日本
の魅力と文化の多様性の素晴らしさを国内外に向けて
発信した。
　両プログラムともに、当初は有観客での実施を計
画していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大の影響等を踏まえ、映像配信に切り替えることと
した。映像制作に当たっては、ドローンや複数カメ
ラ撮影による多角的な演出、アーティストによる解
説や多言語による字幕などを加え、国内外の視聴者
に向けて分かりやすく発信した。その結果、両プロ
グラムの動画総再生回数は2021年10月末時点で
２万回を超え、神奈川の文化芸術の魅力の発信と

「共生社会」の理念の浸透に寄与した。
　このほか、関係団体等と連携し「武道祭2020 ―
UNIVERSAL BUDO FESTIVAL in YOKOHAMA2020
―」などを開催するとともに、県独自の認証制度を
創設し、市町村や民間団体等による様々な文化プロ
グラムについて一体的に情報発信を行い、県全体で
文化芸術を盛り上げた。今後は、こうした取組の成
果を、レガシーとしてしっかりと引き継ぎ、神奈川
の文化芸術の振興につなげていく。

「東京2020 NIPPONフェスティバル」
で神奈川の文化芸術の魅力を発信!

　オリンピック憲章に基づき、開催国は、スポーツ
競技とともに「文化プログラム」を実施することが義
務付けられている。そこで、県においても大会を契
機に複数の文化プログラムを実施した。
　まず、県は、東京2020大会の公式文化プログラ
ムである「東京2020 NIPPONフェスティバル」の組
織委員会主催プログラムに、地方自治体として唯一
参画した。演劇、ダンス、アート、音楽、工芸、伝
統芸能など、文化芸術各分野の最先端アーティスト
が「共生社会の実現に向けて」をテーマにそれぞれの
分野の枠を融解・共創して、障がい、年齢、ジェン
ダー、国籍にかかわりなく「わたし」たちが輝ける

「新しい未来の姿」を文化芸術の力により神奈川から
世界に発信した。
　また、組織委員会との共催プログラムとして、神奈
川の伝統文化や歴史への関心を深め、文化芸術の多
様性理解や国際間の相互理解を促進するため、日本
の伝統芸能である「能」と西洋の伝統文化である「オペ

スポーツの祭典であると同時に文化の祭典でもあるオリンピック・パラリンピック。
県において公式文化プログラム東京2020 NIPPONフェスティバルを開催した

文化プログラム
第7節

1 主催プログラムのメインビ
ジュアルには県立音楽堂を背景
に、森山開次氏と大前光市氏の
躍動感あふれる画像を使用し東
京2020大会にふさわしいもの
となった
2 共催プログラムの「静、愛と
死」は、能とオペラの融合によ
る創作舞台により、神奈川の魅
力をアピールした

2

1

（１）配信日：2021年８月16日以降順次配信 （２）会場：横浜市
西区紅葉ケ丘文化ゾーン（県立音楽堂、県立青少年センター
ほか）、県立県民ホール （３）実施内容：22本の映像作品を制
作・配信 ダンスのミライ：ディレクション／森山開次氏、演
劇のミライ：総合ディレクション／多田淳之介氏、アートの
ミライ：キュレーション／藤川悠氏、音楽のミライ：三橋貴風
氏ほか、工芸のミライ：前田正博氏ほか

東京2020 NIPPONフェスティバル
［共生社会の実現に向けて］ONE-Our New Episode- 
Presented by Japan Airlines 
「Our Glorious Future ～KANAGAWA 2021～ 
カガヤク ミライ ガ ミエル カナガワ 2021」

（１）配信日：2021年８月７日無観客ライブ配信 2021年８月20日
以降アーカイブ配信 （２）会場：県立県民ホール （３）実施内容：
第１部 能「船弁慶」：（公財）鎌倉能舞台　第２部 オペラ「静と義
経」：日本オペラ協会、（公財）神奈川フィルハーモニー管弦楽団

静、愛と死～能とオペラの融合による創作舞台～
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画が進められた。
まず、オリンピックでは、江の島で行われるセー

リング競技がテレビで生中継される可能性の低いこ
とが想定され、会場の観客収容数も3,000人程度と
言われていた。そこで、ライブサイトを通じて、で
きるだけ大勢の方にセーリング競技を見ていただこ
うと考えた。その際、どうすればセーリングの魅力・
面白さを実感してもらえるか。また、会場の観覧席
と同様の迫力でレースの興奮を味わってもらうには
どうすればよいか。そして、できるだけ大勢の方に
映像を見てもらうためには、どこで開催するべきか

中止を余儀なくされた
「東京2020ライブサイト」 

「東京2020ライブサイト」とは、大会期間中、大
型スクリーンを利用した競技中継等を通じて競技会
場以外で誰もが競技観戦を楽しみ、大会の感動と興
奮を共有できる場として設置するもので、組織委員
会と競技会場等が所在する自治体とが共同で主催す
ることになっていた。組織委員会がスキーム全体を
管理し、企画・運営、警備等は自治体の役割、また、
実施費用についても自治体負担という整理の下、計

2020年3月の大会延期発表に続き、2021年7月には県内競技の無観客での開催が決定。
イベントに代わる新たな取組に知恵を絞った

コロナ禍での機運醸成
第8節

コロナ禍で相次ぐイベント中止第1項

ライブサイトでは、大型スクリーンでセーリングなどの迫力ある競技映像を放映する予定だった
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自治体と連携し、組織委員会を通じて国内放映権を
持つジャパンコンソーシアムと粘り強い調整を進め
た。その結果、関係者から理解が得られ、競技映像
を高解像度ネット配信で入手し、ライブサイト限定
で使用できるようになった。

ライブサイトの具体的な内容としては、大型スク
リーンでの競技観戦のほか、オリンピック・パラリ
ンピックの競技体験、ステージイベント、公式ライ
センスグッズ販売、大会公式パートナーや主催者の
ブース出展、サンドアート等のコンテンツにより、
多くの方に楽しんでもらえるよう計画していた。

一方で、パラリンピック期間中のライブサイトに
ついては、パラスポーツの理解促進や共生社会実現

といったことが検討課題であった。
県は、競技会場に近く臨場感があり、潮風を実感

できる海岸での実施を軸に検討を進めた結果、大会
開催期間中、大勢の観光客・海水浴客でにぎわうこ
とが見込まれる藤沢市の「片瀬東浜海水浴場」を開催
候補地に決定した。

もう一つ、大きな課題があった。当初、自治体の
ライブサイト会場で上映できる映像は、地上波・衛
星放送など、テレビで放送される映像に限られると
されていた。しかし、前述のとおりセーリングがテ
レビで生中継される機会は少ない。セーリングに特
化した映像を放映することが県のライブサイトの大
きな意義であったため、同様の事情を抱えるほかの

1 セーリングの競技海面が望める片瀬東浜海水浴場で実施が予定されていたオリンピックライブサイト　 2 パラリンピックライブサイトの
小田原城址公園でも、ステージイベントや競技体験が企画されていた

1

2
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の視点とともに、県内の地域バランスに考慮しつつ、
パラリンピック競技を、できる限り多くの方に見て
いただける場所として、交通利便性、イベントの開
催実績、常に一定の集客が見込める場所など、多方
面からの検討を進めた結果、小田原市の「小田原城
址公園」を開催候補地に決定した。ライブサイトの
具体的な内容としては、大型スクリーンでの競技観
戦のほか、パラリンピックの競技体験や地元の中高
生や団体による小田原の魅力を伝えるステージイベ
ントなど、誰もがパラリンピックを楽しむことがで
きる多彩なコンテンツを計画した。

２つのライブサイト計画は、組織委員会との調整
を経て、2019年７月５日に記者発表を行い、詳細
な検討を進めた。地元の子どもたちや団体のステー
ジ出演についても多くの協力が寄せられ、県民が一
体となった祝祭感あふれるライブサイトの実現に向
けて、着々と準備を進めていた。

また、県のほか、県内では、横浜市が「横浜市役
所アトリウム」及び「横浜文化体育館」で、藤沢市が

「藤沢市役所本庁舎」で、組織委員会との共同主催で
実施する「東京2020ライブサイト」を実施すること
を予定していた。

しかし、コロナ禍により2020年３月24日に大会
延期が決定。その後、４月７日には、本県を含む７
都府県に緊急事態宣言が発出され、県では全庁を挙
げたコロナ対応にシフト。県の基本方針において、
県主催の県民が参加するイベントの扱いとして、「不
特定多数の方が集まるイベント等は、原則、中止又
は延期とする」ことが打ち出された。

2021年になっても新型コロナウイルス感染症は
収束の兆しを見せず、大会直前の６月に入っても引
き続き予断を許さない状況が続いていた。その時点
で県内は、６月20日までを期限とする「まん延防止
等重点措置」の対象となっていたが、感染状況が好
転し、期限どおりに措置が解除されたとしても、そ
の後のリバウンドを防止するために、引き続き、人
流抑制等に努めていく必要があるとの判断から、や
むなく、聖火リレーの公道走行とともに「東京2020
ライブサイト」の中止を決定、６月11日に発表した。
同様に、横浜市、藤沢市もライブサイトの中止を発
表した。

ほかにも、大会の機運を高めるために2020年度
の当初予算に計上し、準備を進めていた「大会直前

　2021年７月の大会本番を迎える前、江の島
を望む片瀬東浜で、地元団体の江の島イルカ部
が、東京2020オリンピックのエンブレムマー
クとセーリングピクトグラムのサンドアートを
制作。サンドアートは片瀬東浜のライブサイト
のコンテンツとして実施予定だったが、中止決
定に伴い、それまで何度も練習をして準備をし
てきた地元団体の方々の成果を披露する機会と
して、単発のイベントとして実施。制作過程や
完成した様子を県のツイッターやホームページ
で紹介した。

オリンピック
エンブレムの
サンドアート

エピソード

14

イベント」や「セーリング海上体験会」は、中断を余
儀なくされ、県庁新庁舎内で予定していたセーリン
グ艇の展示も取りやめとなった。

また、各市町村立の小学校へのセーリングの訪問
教室についても、実施校は決まっていたものの、感
染状況をかんがみて中止。県内で開催される各種イ
ベントに出向きセーリングの機運醸成を図る「セー
リングキャラバン」も、コロナ禍でほとんどのイベ
ントが中止になったため、機会を得られなかった。

さらに、県では大会期間中に世界中から訪れる観
戦客をはじめとする訪日外国人の方々に神奈川の観
光地やモデルコースの紹介を行う「訪日外国人向け
観光ボランティア」を2019年11月に募集し、約100
人を登録。大会延期後も活動の可否を確認し準備を
進めていたが、2021年３月20日に海外からの観客
の受入れが見送られたことから、４月30日付けで中
止の通知を発送。大会を待ち望んでいたボランティ
アも残念ながら活躍することができなかった。
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多くの選手が協力した動画を制作
SNSを活用した機運醸成

大会の延期が決定した後、コロナ禍での外出自粛
や人流抑制の観点から、人を集めた形でのイベント
ができなくなり、大会に関する情報やスポーツの素
晴らしさを効果的に伝えるために何ができるのかが
課題となった。

そうした中で、諦めない気持ちを持って一生懸命
に頑張っているアスリートの姿に接し、選手がひた
むきに練習に励む様子などを撮影した動画をホーム
ページやSNSで公開することとした。

2020年11月12日、県では「コロナを乗り越えて！」
をテーマに、セーリング選手や県ゆかりの選手の練
習風景やインタビューを収めた動画を県ホームペー
ジやSNSで順次公開した。まずは、江の島で行われ
たセーリング競技日本代表の合宿に密着。大会延期
前に撮影した動画に加え、インタビューを交えなが
ら厳しいトレーニングに励む選手たちの姿に迫り、
神奈川でメダルを獲るため厳しい練習を重ねる選手
たちの熱い思いを伝えた。

コロナ禍での新たな取組第2項

また、県ゆかりの選手である自転車競技・BMXレ
ーシングの畠山紗英選手（寒川町出身）に地元のパン
プトラックでインタビューを実施。あわせて、聖火
ランナーであり、神奈川県出身のももクロの３人が
BMXに挑戦する様子を撮影した動画も公開するな
ど、楽しみながら大会への関心を高めてもらえるよ
うな配信に努めた（p.102 1 2 ）。

さらに、トランポリンの堺亮介選手（伊勢原市出
身）とパラテコンドーの田中光哉選手（横浜市在住）
の練習拠点などで撮影したインタビュー動画を、
2021年３月30日に公開。

堺選手には大会に向けた意気込みを、田中選手に
はパラスポーツ界の盛り上げも見据えた思いを語っ
ていただいた。

壮行会は
オンラインで開催

2021年６月19日、東京2020大会に出場する選手
を応援するために「神奈川県・横浜市ゆかり選手オン
ライン壮行会」を横浜市との共催で開催した。　

本来であれば、この壮行会は、県や横浜市にゆか
りのある代表選手を会場に招き、多くの観客が見守
る中で大会への意気込みを語っていただき、活躍へ
の期待を込めて盛大にエールを送るイベントとして
実施する予定であった。しかしコロナ禍のため、オ
ンラインでの開催を決めたものである。

第１部のトークショーでは「オリンピアン・パラリ
ンピアンが語るスポーツの魅力」と題して、アテネ
2004大会野球監督代行の中畑清氏、アルペンスキ
ー・パラリンピアンの大日方邦子氏の二人にリモー
ト出演でスポーツの持つ力や今大会への期待を語っ
ていただき、今大会の野球日本代表監督の稲葉篤紀
氏から事前収録で頂いたVTRも紹介。選手からの
VTRでは、ソフトボールの山田恵里選手、峰幸代選
手、清原奈侑選手からのメッセージを公開した。ま
た、横浜市の「オリンピック・パラリンピック教育推
進校」である神奈川小学校、一本松小学校、元街小

1 トランポリンの堺亮介選手のインタビュー動画　 2 パラテコ
ンドーの田中光哉選手のインタビュー動画

1

2
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学校、釜利谷南小学校、城郷小学校（いずれも横浜
市立）からの応援メッセージをVTRで公開した。

第２部の壮行会では、今大会の日本代表選手であ
るセーリングの須長由季選手、ボートの荒川龍太選
手、パラ水泳の日向楓選手がリモートで登場。ナビ
ゲーターとして出演いただいた体操競技オリンピア
ンの田中理恵氏とのトークショーを行った。

まずは、３選手から競技との出会いや、オリンピ
ック・パラリンピックへの出場を意識した時期など
について語っていただいた。また、壮行会に向けて
実施したSNSで県民から選手への質問やメッセージ
をもらうハッシュタグキャンペーン「#神奈川から
エール」（県と横浜市が共同で実施）に届いた質問に
回答していただいた。

荒川選手は、「大会が延期になったが、どのように
モチベーションを維持したのか」との質問に「アスリ
ートとして原点に立ち返り、常に昨日の自分を超え
るという気持ちで練習を続けた」、日向選手は、「大
事な試合の際のルーティーンは何か」との質問に「ス
タート台に立ったときに、必ずゴールを見ること」と、
それぞれ答えてくれた。

その後、黒岩知事と林横浜市長が会場に駆けつけ、

須長選手、荒川選手を交えてリモートでのトークを
展開。知事が、江の島にセーリング競技会場を誘致
した経緯を語り、須長選手に、江の島で是非頑張っ
てほしいと呼び掛けたのに対し、須長選手は「地の
利を生かして頑張りたい」と力強く語った。このほか、
第２部では、ボクシングの入江聖奈選手やパラテコ
ンドーの田中光哉選手など、県・市ゆかりの選手の
大会に向けた力強いメッセージVTRを紹介。最後は、
知事と市長それぞれから、大会に出場するすべての
選手の活躍に期待する激励メッセージを発信した。

最後は、横浜市を拠点に活動しているチアリーダ
ー、「横浜オールスターズ」が登場。横浜市立大学応
援団チアリーダー部（Seagulls）とDolphin star チア
リーディングスクールの小学生チーム（DOLPHIN 
STARS）のメンバーによる華麗なパフォーマンスが
披露された。

新型コロナウイルス感染症の影響で計画を変更し、
無観客での開催となった壮行会であったが、当日の
オンライン配信とその後のアーカイブ映像の視聴回
数は、約4,000回となった。

左から、司会のお笑い芸人TOKYO COOLの二人、ゲストの田中理恵氏、黒岩知事、林横浜市長。感染症対策のために出演者同士の距離は離
れてはいたが、各々が熱い思いを語った。バックボードには「オリンピック・パラリンピック教育推進校」の児童の皆さんから届いたたくさん
のメッセージが貼られている
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1 壮行会の応援隊長となったお笑い芸人ザ・たっち　 2 リモート
出演の中畑清氏（右）、大日方邦子氏（左）　 3 リモート出演で大
会に向けた思いを語っていただいた須長選手（右上）、荒川選手

（下）、日向選手（左上）　 4 横浜市を拠点に活動しているチアリ
ーダー「横浜オールスターズ」

〝おうち観戦ツールに注力 〝
大会観戦ガイドを制作

2021年に入り、大会が間近に迫ってからのライ
ブサイトの中止、無観客開催決定といった流れの中、
県は、人流抑制に配慮しつつ大会の盛り上げを図る
ため、安全・安心に自宅で観戦を楽しんでいただけ
るよう、工夫を凝らした取組を進めた。

まず、大会に先駆け、７月に広報誌「神奈川オリ
ンピックガイド」を制作した。大会開催に間に合う
よう作業を急ピッチで進め、県や市町村の関連施設、
図書館や駅、銀行などで広く配布した。また、中学

1 2『神奈川オリンピックガイド』『神奈川パラリンピックガイ
ド』は県HPでも公開。ダウンロードでも活用できるようにした

神奈川
パラリンピック
ガイド
PARALYMPIC GAMES TOKYO 2020

SCHEDULE

8月

24［火］【開会式】

25［水］
ゴールボール、車いすバスケットボール、車いすフェンシング 、

車いすラグビー、水泳 、卓球、自転車競技（トラック）

26［木］

ゴールボール、パワーリフティング 、車いすバスケットボール、

車いすフェンシング 、車いすラグビー、馬術 、水泳 、卓球、

自転車競技（トラック）

27［金］

ゴールボール、パワーリフティング 、ボート、車いすバスケットボー

ル、車いすフェンシング 、車いすラグビー、陸上競技 、馬術 、

水泳 、卓球、自転車競技（トラック）

28［土］

ゴールボール、トライアスロン 、パワーリフティング 、ボート、ボッ

チャ、車いすバスケットボール、車いすフェンシング 、車いすラグビー、

陸上競技 、馬術 、水泳 、卓球 、自転車競技（トラック）

29［日］

5人制サッカー、ゴールボール、トライアスロン 、パワーリフティン

グ 、ボート 、ボッチャ、車いすバスケットボール、車いすフェンシ

ング 、車いすラグビー 、陸上競技 、馬術 、水泳 、卓球

30［月］
5人制サッカー、ゴールボール、パワーリフティング 、ボッチャ、車

いすバスケットボール、陸上競技 、馬術 、射撃 、水泳 、卓球

31［火］
5人制サッカー、ゴールボール、ボッチャ、車いすバスケットボール、

陸上競技 、射撃 、水泳 、卓球、自転車競技（ロード）

9月

1［水］
ゴールボール、ボッチャ 、車いすバスケットボール、陸上競技 、

射撃 、水泳 、卓球、自転車競技（ロード）

2［木］

5人制サッカー、ゴールボール、テコンドー 、ボッチャ、車いすバ

スケットボール、陸上競技 、射撃 、水泳 、卓球 、自転車競技

（ロード）

3［金］
ゴールボール 、テコンドー 、ボッチャ、車いすバスケットボール、

陸上競技 、射撃 、水泳 、卓球 、自転車競技（ロード）

4［土］
5人制サッカー 、テコンドー 、ボッチャ 、車いすバスケットボー

ル 、陸上競技 、射撃

5［日］
【閉会式】

車いすバスケットボール 、陸上競技 、射撃

神奈川県ゆかりの選手

パラリンピック競技スケジュール

 : メダル確定日

神奈川県では、東京2020パラリンピックを契機に「かながわパラスポーツ」をさらに推進していきます!

重度障がい選手向けにヨーロッパで考案さ

れたパラリンピックを象徴する競技。コー

ト上の「ジャックボール」と呼ばれる白い

目標球に向かって、赤と青各 6個のボール

をいかに多く近づけるかを競います。ルー

ルが似ているので「地上のカーリング」とも。

さまざまな障がいの選手に対応するため、クラスによって、ボールを手で投げる

ことが難しい選手は足で蹴ったり、滑り台に似た勾配具（ランプ）を使って競技ア

シスタントのサポートを受けてボールを転がすなど、ルールが工夫されています。

車いす同士のぶつかり合い「タックル」

が認められている唯一の競技で、その

激しさから「マーダーボール（殺人球

技）」という異名を持ちます。バスケッ

トボールと同じ広さのコートで男女混

合の 4対 4で対戦、激しい攻防と緻密

な戦術が醍醐味です。障がいの程度により選手ごとに「持ち点」が設定

され、コート上 4名の合計は 8点以内のため、障がいの重い選手にも出

場機会が生まれるのが特徴です。

パラリンピックの馬術は、演技の正確さや美し

さを競う『馬場馬術』が行われ、パラ唯一の採

点競技です。手綱を握りやすい形にしたり、足

を固定するゴムをあぶみに付けたりと、障がい

に応じて馬具の改良が認められています。選手

によっては口で手綱を操ることも !見どころは

何といっても、人馬一体の華麗なパフォーマン

ス !選手と馬が心を一つにした演技が、高得点

のカギを握ります。

ボッチャ

車いすラグビー

馬術

別名「ブラインドサッカー」、略して「ブ

ラサカ」。視覚障がい B1クラス（全盲

～光覚）の選手による 5人制サッカー

で、4人のフィールドプレーヤーと 1

人のゴールキーパーで構成されます。

フィールドプレーヤーは公平を期すた

め全員アイマスクを着用し、中に鉛が入ったボールの音や、相手ゴール裏

でゴールの位置などを選手に伝える「ガイド」の声などを頼りにプレーし

ます。視覚以外の感覚をフルに使ったプレーヤーのスーパープレーに注目 !

今大会から新競技に採用されたパラテ

コンドー。パラテコンドーには主に知

的障がい者の選手が行うプムセ（型）

と上肢障がい者の選手が行うキョルギ

（組み手）がありますが、今大会ではキョ

ルギが実施されます。オリンピックと

異なり、蹴り技の攻撃のみ有効となります。選手により上肢の状態が異な

るため、相手の障がいが左右どちらにあるかを踏まえて攻め方を変えたり、

逆に自分の障がいを踏まえてどう守るかなど戦略を立てて戦います。

下半身に障がいのある選手が、上半身

の力のみで体重の約 2~3倍の重りがつ

いたバーベルを押し上げる、いわゆる

ベンチプレス競技。最重量を挙げた選

手が勝利です。1選手につき、3回試

技を行います。その 1回の試技はわず

か 3秒。わずか 3秒に 5年間の全てをかける選手の姿、静寂から大歓声

が起こる瞬間を見逃すな !

“まっすぐ泳ぐ”。一見何気ないこの動

作が、体のバランスを取ることが難し

い選手の多いパラ水泳では、何よりも

難しいのです。0.01秒が勝敗を分ける

世界で、最短ルートである“まっすぐ”

を目指し、選手たちは日々努力を積み

重ねます。選手によって最適・最速の泳法が異なるので、各選手の創意

工夫が溢れる個性豊かなフォームが見どころです。

トラック・ロードとも、一般の自転車競技と同

様にタイムまたは着順を競います。障がいの程

度により、2輪または 3輪の自転車を使用しま

す。また、視覚障がいの選手は、2人乗り用のタ

ンデム自転車を使用し、前に晴眼の「パイロッ

ト」が乗り、後ろに視覚障がいの選手が乗ります。

高速走行で声掛けも難しい中、パイロットと選

手、どれだけ息を合わせた走行ができるかが勝

負のポイントです。

第 1回の 1960年ローマ大会から正式競技とし

て実施されている歴史ある競技。下肢などに障

がいのある選手が、競技用車いすを巧みに操作

しながらプレーするバスケットボールで、「イス

パス」とも呼ばれています。使用するボールや

コート、リングの高さなどはオリンピックと同

じです。車いすにはブレーキがなく、車いすな

らではのスピード感や迫力あるぶつかり合いが

魅力です。

一般の陸上競技と同じく、トラックやフィールド

など様々な種目があるパラ陸上。ルールはオリン

ピックとほぼ同じで、誰もがシンプルに楽しむこ

とができます。公平に競技が行えるよう、障がい

の種類、程度などに応じてクラス分けされており、

100mだけでも今大会で 29人の金メダリストが

誕生 !視覚障がいの選手は、声や音で情報を伝え

る「コーラー」や「ガイドランナー」と呼ばれる

伴走者とともに競技を行います!この息の合った連係プレーもお見逃しなく!

クラスは、銃器を手や腕で保持でき

る・できないのかを基準に、ピストル 1、

ライフル 2の 3クラス。ライフル種目

では伏射、膝射、立射の 3種類の射撃

姿勢があり、車いすを使用する場合は

台を使って伏射等に準じた構えの姿勢

を取ります。狙う的は、なんと最小で 0.5㎜。極限の緊張感の中、銃器だ

けでなく自分のメンタルをもコントロールできた選手が、栄光を手にし

ます。

5人制サッカー

テコンドー

パワーリフティング

水泳

自転車競技

車いすバスケットボール

陸上競技

射撃

神奈川県は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を応援しています。

視覚障がいの選手による 3対 3の対戦

型チームスポーツ。全員が「アイシェー

ド」と呼ばれる目隠しをして、攻撃は

鈴の入ったボールを転がすようにゴー

ルに向かって投げ、守備は音を頼りに

体を張ってゴールを守ります。ボール

をバウンドさせてゴールを狙ったり、投球時にできるだけ音を消すなど

の駆け引きも見どころです。静寂の中で視覚以外の感覚を頼りに繰り広

げられる激しい攻防に、息をのむこと間違いなし !

2016年リオ大会から採用された競

技。スイム（水泳）、バイク（自転

車）、長距離走（ラン）の 3種目合計

25.75kmを連続で行い順位を競いま

す。視覚に障がいのある選手はガイド

と一緒にゴールを目指し、車いすを使

用する選手は手で漕ぐ自転車を使用するなど、障がいに合わせたスタイ

ルも特徴です。トランジション（種目から次の種目へ移る時間）におけ

るタイム短縮のための選手の工夫にもご注目ください !

水上の直線コースで競技が行われ、

ボートの先端がフィニッシュラインを

通過した時点で勝敗が決まる、わかり

やすい競技です。2016年リオ大会ま

では 1,000mだったのが、今大会はオ

リンピックと同じ 2,000mで行われる

ため、瞬発的なパワーだけでなく、持久力も求められます。各選手は自

分の障がいに応じた漕ぎ方を見つけて速さを競うので、それぞれの個性

をチェックして !

パラリンピックの卓球、実はオリンピッ

クより歴史が長いことをご存知でしょ

うか。パラ卓球では、車いすの選手対

義足の選手など、同じクラスでも障が

いの種類の違う選手が戦うことがあり

ます。そのため、選手は自らの障がい

の特性を活かし弱点を補強するため、オリジナルのプレースタイルを作り

上げます。そこから繰り出される妙技は、オリンピックの卓球にひけをと

りません。唯一無二の戦い方と激しいラリーが、会場を沸かせます !

ゴールボール

トライアスロン

ボート

卓球

下肢障がいのある選手が、「ピスト」と

呼ばれる装置に車いすを固定し、上半

身のみで競技を行います。オリンピッ

クと同じ剣や防具を使用し、ルールも

ほぼ同じですが、パラ競技は車いすが

固定され相手との距離が一定となるた

め、剣捌きのテクニックやスピードが肝になります。展開の速さはオリ

ンピック以上 !一瞬たりとも目が離せません !

車いすフェンシング

詳しくはこちら!

＼ おうちで楽しく観戦しよう！ ／

神奈川県ゆかりの選手が出場する競技の特徴をご紹介します。

完全保存版！

校では、学習指導要領に基づき、オリンピック・パ
ラリンピック競技大会が国際親善や世界平和に大き
な役割を果たしていることを学ぶこととされている
ため、県内すべての中学校の生徒に配付した。

1

2

1

2

3

4

155



C h a p t e r 5

紙面ではまず、県内で開催される競技の場所と日
程を紹介。また、県ゆかりの代表選手を、顔写真付
きで紹介。各選手が出場する競技のスケジュールも
掲載し、自宅観戦のガイドとした。予選から本戦ま
ですべてのレースが江の島を拠点に行われたセーリ
ングは、日本代表選手全員のコメントも掲載した。
さらに県内で事前キャンプを行う国、チームとキャ
ンプ地を紹介した。

同様に、パラリンピックの開催に向け、より多く
の方々にパラリンピックに関心を持っていただける
よう、それぞれの競技の特徴や見どころなどを詳し
く紹介するとともに、県ゆかりのパラリンピック代
表選手の紹介や競技のスケジュールを掲載した「神
奈川パラリンピックガイド」を制作し、「神奈川オリ
ンピックガイド」と同様、県や市町村の関連施設、
図書館や駅、銀行などで広く配布した。

県ホームページでは、県ゆかりの選手をより深く
知ってもらうため、選手の詳しいプロフィール、メ
ッセージ、インタビュー動画（一部）も紹介した。ま
た、簡単に素早く情報発信できるというホームペー
ジの利点を生かし、県内開催４競技及び県ゆかり選
手の出場競技のテレビ放送・ネット配信予定や、出
場した試合の結果などを毎日更新して発信した。

デジタルツールを活用し
様々な情報を発信

安全・安心な大会に向け、「おうちで楽しく観戦」を
キーワードに、デジタルツールを活用した取組も積
極的に行った。情報発信にはSNSを有効活用し、県
スポーツ局の公式ツイッターのアカウント名を新た
に「神奈川県Tokyo2020情報」に改め、大会に関心を
持ち、自宅でのテレビ観戦等をより楽しんでいただ
けるよう、県内開催４競技やパラリンピック、事前
キャンプ、大会関連イベントなどの情報を幅広く発
信した。

特に、大会期間中は、県ゆかりの選手や県内で事
前キャンプを行った国の選手が出場する競技のテレ
ビ放送・ネット配信予定や試合の状況、試合結果な
どを、ライブ配信感覚でタイムリーに職員がツイー
トした。そうしたツイートに対し、瞬時にリツイー
トしてくれる方や「メダル獲得おめでとうございま
す」、「感動をありがとう」などといったコメントを送

ってくれるフォロワーの方もおり、自宅での観戦に
もかかわらず、皆が一体感を持って選手の活躍を応
援している雰囲気を醸成できた（インプレッション
数（※）160万2,610回（７/21〜９/28集計時））。公式タ
グ「#神奈川からエール」を記載し、ネットを通じて
参加いただくための工夫も行った。

また、セーリング競技については、ライブサイト
中止に伴い、中継で観戦する手段は男女470級メダ
ルレースを除くとgorin.jpとNHK東京2020サイトの
生配信映像だけであった。初めて競技を見る人にも
楽しんでもらうためには、映像を見ながら競技を解
説することが望ましかったが、英語の解説はあるも
のの日本語がつかなかった。そこで、国内放映権を
持つジャパンコンソーシアムと組織委員会に調整の
うえ、生配信映像に合わせて、競技経験者が競技の
進行状況を分かりやすくタイムリーに日本語で説明
するツイッター「セーリング2020ガイド」を藤沢市
と合同で開設した。スタート５分前からフィニッシ
ュまで、レースの状況や順位などについて、オリン
ピアンや競技経験者の視点で逐次ツイート。初日か
らフォロワーが増え、11日間で最大1,347人となっ
た（インプレッション数161万8,447回（７/25 ～８/
４集計時））。

県内の様々な大会関連情報を発信した「神奈川県Tokyo2020情報」

※ツイート内容が表示された回数156
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「セーリングちゃんねる」を電車の中吊り広告でも周知するなど、
〝おうち観戦 〝への機運を高めた

さらに期間中、毎日のレースの見どころをより分
かりやすくするために、前日のレースの振り返りと
当日レースの見どころを、競技関係者からのコメン
トを交えて、５分程度の動画にまとめた「セーリン
グちゃんねる」を「かなチャンTV」で毎日配信し、初
回は１万回を超える視聴回数を記録した。

動画以外にも、前日のレース結果や当日のレース
予定等の競技観戦に必要な情報を県セーリング課の

藤沢市と合同で開設した「セーリング2020ガイド」

セーリング課のホームページ「セーリング特集サイト」の閲覧回数
●更新期間：７/25（日）～８/５（木）までの12日間　●閲覧回数：合計42,477回

日程 閲覧回数 日程 閲覧回数

７/25（日） 7,029回 ７/31（土） 4,067回

７/26（月） 3,630回 ８/１（日） 4,179回

７/27（火） 3,246回 ８/２（月） 2,647回

７/28（水） 3,507回 ８/３（火） 2,978回

７/29（木） 3,481回 ８/４（水） 3,543回

７/30（金） 3,372回 ８/５（木） 798回

ホームページに毎日掲載し、平均3,500回程度の閲
覧数を記録した。

コロナ禍において、様々な制約があった中で、時
間と場所を選ばず情報発信できるデジタルツールを
活用し、新たな広報活動を模索したことは、県とし
て一つの財産と言える。

「セーリングちゃんねる」の視聴回数
●配信日程：７/25（日）～８/５（木）までの12日間　●視聴回数：合計37,079回

日程 視聴回数 日程 視聴回数

７/25（日） 10,144回 ７/31（土） 3,605回

７/26（月） 4,046回 ８/１（日） 2,585回

７/27（火） 2,544回 ８/２（月） 2,509回

７/28（水） 2,873回 ８/３（火） 1,589回

７/29（木） 2,929回 ８/４（水） 1,156回

７/30（金） 2,904回 ８/５（木） 195回
大会期間中、毎日配信した「セーリングちゃん
ねる」

※回数は８/５（木）15時時点

※回数は７/25〜８/５のページ閲覧回数
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